
ナイス Smile（笑顔）賞 

ナイス Smile（笑顔）賞は、まちづくり提案制度で提案され採択されたもので、地域活動を頑張っている方、

ボランティア活動で頑張っている方などにお話を聞き、その笑顔を広めていきます。第１回目の今回は、こ

の企画を提案者の、大槻重二さんを紹介します。 

 

 

 

 大槻さんは、まちづくり提案制度の意見提案で、「ナイス Smile（笑顔）賞」を

提案され、審査の結果見事採択となりました。 

 この提案をされた経緯や、現在取り組まれている活動などについて、お話

をうかがいました。 

 

・・・「ナイス Smile（笑顔）賞」を考えられたきっかけは？ 

ボランティア活動やこの道一筋何十年と頑張っている人は数多くいますよね。誰かから褒められるため

にやっているんじゃないと思うんだけど、そういう人が何かの形で脚光を浴びて、それが少しでも励みに

つながればと思いました。 

・・・現在はどのような活動をされているのでしょうか？ 

町内会では、高齢者の交流事業「いこいの日」の企画部長、環境美化実践委員を務めています。趣味

はバラの栽培、ハーモニカ演奏、社交ダンスを楽しみ、その外にパソコンを習ったり、町の講座を受講し

たり、アルバイトもしているので忙しくも充実した毎日です。 

・・・地域での活動はいかがですか。 

６０歳になるまでは、仕事一筋であんまり地域の事は分かりませんでした。退職を機に地域の方から声

がかかって、平成２０年から５年間町内会の体育部長を務めました。そうすると、地域のいろんな課題が見

えてきて・・。少しでも楽しい地域活動になればと、新たな企画を実施するうちに、企画を考えるのが好き

になっていきました。私が企画に携わって思い出深いのは、いこいの日での屋台村企画でしょうか。屋台

村企画では、おでんやお汁粉の模擬店を出して、高齢者の方にとても喜んでもらえました。その笑顔が、

やり甲斐なんでしょうね。 

・・・今後に向けて一言お願いします。 

以前、“町長へのメッセージ”を出したことがあり、閃きや思い付きで提案したことに、きちんと対応して

いただいて、そして今回も提案制度で私のアイディアを取り上げていただいてとても感謝しています。 

今後も、楽しみながら新たな企画を考え、少しでも地域を元気にしていければと思います。 

 

このコーナーでは、今後も素敵な“笑顔”を皆様にお届けしてまいります。 

 

 

 

 

 

しばたまち交流ひろば 

 

2013.5.1 ニュースレター第 34 号 

体験会レポート 

『すっきりさわやかアロマスプレー作り』3月 20 日(水)実施 

『粘土で作るミニチュアケーキと春の和菓子』4 月 6日(土)実施 

[4] [1] ゆる.ぷら倶楽部 ニュースレター No.34 

大槻重二さん（１１A区） 

大小さまざまな鯉のぼりが泳いでいる風景が

見られる季節になりました。吹いている風は爽

やかで、着ている服も明るい色が似合います。 

新年度に入って１ヶ月、そろそろ疲れが溜ま

ってくる時期でもありますね。ストレスのない

生活は無理でも、自分に合った発散方法を見つ

けて上手にリフレッシュしたいですね！ 

ゆる.ぷらスタッフより 

(お問合せ先)  
 ■しばたまち交流ひろば ゆる．ぷら 

（イオンタウン柴田内） 
電話 86-3631  FAX 86-3641 
e メール yurupura@ji.jet.ne.jp 
開館時間 10：00～18：00  
<5 月の休館日：7 日、13 日、20 日、27 日> 

 ■柴田町まちづくり政策課 
電話 54-2111  FAX 55-4172 

回 覧  

出来上がったスプレーを手に良い笑顔♪ 
 (後列中央は講師の根元さん) 

早速、出来たてのアロマスプレーの
香りを楽しみました。 

アロマスプレー集合！ 

好きな香りを選んで調合中。 参加者同士で仲良く談笑♪ 

どれを作ろうかな～？？ 
（見本をチェック中！） 

細かな作業も器用にこなしてます！ お母さんと一緒に楽しく制作中♪ 

どれも美味しそうで、思わず食べてしまいそう！ 

実際のサイズは 
こんなに小さい！ 

※展示の様子は裏面をどうぞ 

mailto:yurupura@ji.jet.ne.jp


４月のギャラリー展示の様子 
◎楽しいミニチュア粘土ジオラマ工作展 

 

 

 

 

◎船岡城址の女達＝浮世 13 態＝（紙着
しちゃく

人形）展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度まちづくり提案制度実施報告 

まちづくりに住民の皆さんのアイディアや行動を活かしていく「まちづくり提案制度」では、平

成２４年度は４件の提案が出されました。提案は、提案者からのプレゼンテーションを基に審査を

行い、３件が採択されました。 

【提案の状況】 

 提案数 採択 不採択 未審査 

意見提案 ２件 １件 ０件 １件 

実践提案 ２件 ２件 ０件 ０件 

計 ４件 ３件 ０件 １件 

※「未審査」は、他制度の活用で実現可能なことから採否を行いませんでした。 

【採択された提案】                                ※敬称略 

意見提案 

（アイディアの提案） 

名 称 ナイス Smile（笑顔）賞 

提案者 大槻重二 

概 要 

地域活動を頑張っている人、ボランティア活動で頑張っている

人などにスポットライトを当て、広報誌などで紹介し、多くの人

にその活動を知ってもらうことで、活動への励みにしていただ

く。平成２５年４月から「ゆる.ぷら倶楽部」に掲載。 

実践提案 

（実践活動の提案） 

名 称 地域史編纂「写真で見る上川名の移り変わり」 

提案者 上川名地区活性化推進組合 

概 要 

地域に残された写真を各家庭から集め、地域の伝統行事や風

習、歴史などについて古老からの聞き取り調査を行い、上川名地

区の「地域史」を編纂。冊子は平成２５年３月に完成。 

名 称 しばた匠まつり 

提案者 しばた匠まつり実行委員会 

概 要 

町内外から数多くの“工人”（ものづくり職人）の出店による

展示販売を行い、同時に地場産の紹介を兼ねたイベントを開催す

る。平成２５年１０月５・６日に太陽の村で開催を予定。 

 

 

鉛筆の大きさと比べてみると 
本当に小さい！ 
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ミニチュア工作クラブ 笠原美和子さんより・・・ 

昔から精巧なミニチュア作品が大好きで工作も得意！ 

『子どもが小さくても一緒に作れるもの』として粘土細工を始

め夏休みの工作を手伝ったり、市販のドールハウスの家具や小

物が物足りなくて手作りするうちに、すっかりはまりました。 

興味のある方は一緒に作ってみませんか？ 

創作紙着人形作家 大槻幸子さんより・・・ 

世界に誇る和紙も今や絶滅危惧紙です。 

紙が無くなれば私の創作活動も撤退せざるを

得ません。 

私の人形を通して和紙の美しさを再発見して

いただければ本望です。 

[4] [1] ゆる.ぷら倶楽部 ニュースレター No.34 ゆる.ぷら倶楽部 ニュースレター No.34 

審査会の様子。提案者からのプレゼンテー

ションにより提案に対する思いを伝えても

らいます。 

地域史「写真で見る上川名の移り変わり」は、

4 月 18 日に、50 部を上川名地区活性化推進組

合様より町へご寄贈いただきました。 


